
２０１8年度 年主題〈イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で〉
1･2歳児４月主題 ｢つつまれる｣ 3･4･5歳児４月主題 「包まれる」

月のねがい 月のねがい

◎神さまの愛に包まれ守られていることを知る ◎神さまの愛に包まれていることを感じながら過ごす

◎保育者に守られ、生活や遊びを経験してゆく ◎新入児も進級児も不安やはりきりを受け入れられて、

◎１人ひとりの育ちを大切にされていることが 新しい生活を始める

わかり安心する ◎保育者と保護者の信頼の中で安心して育つ

卒園生を送り出したのも束の間、また、慌ただしく新学期の準備に

入った４月。 ４月２日には、２号３号のお友だちが元気に登園してき

ました。それぞれ一学年づつ進級した子どもたちです。新しい靴箱、

新しいロッカー、新しいマーク、そして、新しいカラー帽子を自分たち

で見つけてワクワクの様子です。

あい組からのぞみ組に進級した子どもたちは、カラー帽子も黄色

から青色に変わり、新しいピカピカの帽子をもらって大喜びです。Ｙ

チャンは朝の片付けを済ませ、青帽子をもらって園庭に飛び出してく

るなり、「わたし、今日からあおぼうしだよ！見て !」と嬉しそうに報
告に来てくれました。しばらく遊んではまた戻ってきて、「今日からあ

おぼうしだよ！」とまたまた報告。この日、Ｙちゃんからこの嬉しい報

告を何十回も聞かされました。Ｙちゃんにとってそれほど嬉しい事だ

ったのでしょう。自分の喜びを言葉と身体で表現してくる子どもたち

は本当に素晴らしいと感じた瞬間でした。

４月の月の願いに「新入児も進級児も不安やはりきりを受け入れ

られて新しい生活を始める」とあります。そうです、喜びやはりきり

とは裏腹に不安もあることを頭に入れて、ありのままで子どもたち

を迎え入れ、新学期を始めて行きたいと思います。保護者の皆様も

この新学期という節目を、お子さんと一緒に喜び、心に寄り添いな

がら過ごしていただければと思います。そして、共に子どもたちの健

やかな成長を願いつつ、園と家庭が連携して歩んでいけますよう願

っております。今年度も何卒宜しくお願いします。

園長 圖師 愛

5月の行事予定

7 日～ 15 日 家庭訪問(３才以上）

8 日(火) 交通安全教室

10 日(木) 弁当日

11 日(金) 誕生会(4･5 月生れ)

19 日(土) 親子遠足・父母会総会

４月の行事予定

9 日(月) 始園式（１号午前保育）

10 日(火)～ 1 号新入園児慣らし保育

14 日(土) 入園式・新年度クラス会

16 日(月) 一日保育開始（1 号新入園児）

27 日(金) 弁当日

その他予定 田植え(年長児)

今月の聖句 「わたしは、よみがえりです。いのちです。」 ﾖﾊﾈ 11:5

２０１８年４月１日はキリスト様の復活を記念する日です。すべての人が死に向かっている人生の旅、

行き着くところはいつか死ぬということ。人は死を忌み嫌いかつ恐れています。でも、心配しないでください。イ

エス・キリスト様が人間に復活があることをはっきり示してくださったのです。復活を信じて希望を持つ者には

大きな福音です。

さて、種子島シオン学園がめいろうこども園、きりすとこども園を立ち上げてちょうど６

０年を迎えました。あらたな６１年目の始まりにあたって、園章のいわれについて書きたい

と思います。中心の「幼」は園児の皆さん。アルファ「Α」とオメガ「Ω」のギリシャ文

字を組み合わせた図形が上下左右あるいは、東西南北から幼の字を取り巻いてい

ます。アルファ「Α」はイロハの「イ」にあたり「はじめ」を、「Ω」オメガは「ン」で「終わり」

の意。ΑとΩには特別な意味があります。神はご自分のことを「我はアルファなりオメガなり」「初めなり、

終わりなり」といわれたのです。

したがって、園章は神様が園児を東西南北すべての方向から見守り支えておられるという意味です。

前理事長 池田公榮
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園

長

キ リ ス ト 教 保 育 と は 幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿
改訂 幼保連携型認定こども園教育・保育要領

乳幼児期は人間の生涯の基礎が形成される時期で、この時

期に培われたものが生涯の生き方の基板となると言われてい 本年４月１日から「幼保連携型認定こども園教育・保育

ます。 要領」が改訂され施行されます。今回初めて就学前までに

この大切な時期の子どもたちの成長に関わりを持つ保育者と 獲得したい姿の方向性が示されました。

して、使命の重さを思わずに入られません。

キリスト教保育では、子どもも大人も神によって創造され、 １ 健康な心と体

生命を与えられた、一人ひとりがかけがえのない存在であり、 ２ 自立心

神の恵みの中に生かされていると考えられています。 ３ 協同性

目に見えない神の愛を子どもたちに知らせるのは大変難し ４ 道徳性・規範意識の芽生え

いことですが、キリスト教保育を通して、見えない神の恵み ５ 社会生活との関わり

を感じ、神の導きに信頼して幼児なりの思いを持つことがで ６ 思考力の芽生え

きるようになるのです。 ７ 自然との関わり・生命尊重

乳幼児期は親や保育者のあたたかな愛ある養護を受けるこ ８ 数量・図形、文字等への関心・感覚

とによって、信頼感が芽生え安定します。このような安定感 ９ 言葉による伝え合い

は、集団生活での友だちや周囲の大人たちとの人間関係にも 10 豊かな感性と表現

影響し、人に愛され受入れられていることによって、互いに

愛し合う交わりの世界を経験し、神の愛を知る素地が養われ

ていきます。 これは最終的な到達目標ではなく、あくまで方向性を示

キリスト教保育の目的は、神に愛されている自分を知り、 したものと捉えて下さい。日々の保育を通して、この姿の

神の愛に応答して生きるものとなると共に、他者もまた神の 方向へ向かっているかを評価しつつ、保育の改善に活かし

愛される存在であることに気づき、よき隣人として生活でき ていくものです。「姿」とは、遊びや生活を通して現れる

るようになることであり、「生活のすべてを通して伝えられ 様々な様子のことですから、ある時点の「できた」「でき

ていく」ということができます。 ない」を見るのではなく、ある程度のスパンで捉えるもの

抜粋 だと考えています。小学校との連携の中で、引き継いでい

『新・キリスト教保育者必携』より ただくものでもあります。

異動のお知らせ
渡邊美和保育教諭は４月１

日付けでめいろうこども園に
異動となりました。短い期間
でしたが、大変お世話になり
ました。姉妹園での働きです
ので、今後ともよろしくお願
いします。


